



































































































































注目トピックスとして, ECC (EariyChiidhood Caries)がある
が やはり病的なフローラへのシフトと考えることができる｡

















で　一部は未固定非脱灰試料とL in situ zymography (iSZ)を
施した｡また,生後12週齢のWistar系ラット頭頂骨に規格
化した骨欠損を作製して官修復を検討した｡術後経時的に欠
損部に形成された修復組織および修復骨からRNAを抽出し,
リア)レタイムPCRを用いて解析した｡また,同様の時点で
ラットを潜流固定して試料とし, iSHを施した｡
官の発生･成長と修復の過程で　MMP2,8が骨芽細胞,骨
細胞に広く発現したが　MMP13の発現は一部の肯芽細胞と
宮細胞に限られていた｡歯では, MMP2,8が象牙芽細胞,セ
メント芽細胞,セメント細胞に発現していたが　MMP13の
発現はほとんど認められなかった｡また,骨,象牙質,セメ
ント質にはiSZにより酵素活性が認められた｡
硬組織の発生･成長と修復の過程で　骨芽細胞,骨細胞,
象牙芽細胞,セメント芽細胞,セメント細胞等の形成系細胞
が, ECMの産生と共に分解に積極的に関与し,硬組織ECM
を未熟型から成熟型にリモデリングする可能性が考えられ
た｡
